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（目　的）

下水汚泥の減量化の方法として焼却が多く用いられている。汚泥焼却は温室効果ガスを多量に排出す

る設備であり，特に燃焼過程で発生するN20は詳0に換算すると下水道施設から排出される温室効果ガス

の約3割を占めている。N2咄粧日量削減対策には，炉内温度を8腑℃から850℃として高温焼却するのが有

効であるが，これにより温室効果ガスの削減効果は得られるが，補助燃料を増加させる必要があり，その

増加分の温室効果ガスの発生や維持管理費の増加が負の要因として生じる。

一リム　焼却における脱水汚泥の低含水率化は，自燃により補助燃料の削減が可能な既往技術として知

られている。しかし，ム4椴には含水率や汚泥性状の変動により，自燃域で安定燃焼を継続することは難

しい。

本研究は，脱水設備から焼却設備までを・体のシステムとして再構築し，安定的に自燃燃焼させるこ

とで維持管理費の低減と温室効果ガスの削減に寄与しようとするものである。

このため本研究ではタ　既存設備を使用した基礎実験，および再構築後の実設備での運転を適して技術

の検証を行うとともにタ　その計画∴設計，維持管理にかかわる留意事項を整理しク　技術資料にまとめる

ことを目的とした。

（結　果）

は）技術の概要

本技術は，72％±2ポイントの低含水率脱水汚泥を得るための脱水技術，それを焼却設備へ定量供

給する搬送技術と安定燃焼する焼却技術および焼却設備への脱水汚泥供給量を監視する計測技術の4

つの要素から構成されている。

①脱水設備：発生する下水汚泥を，二重円筒加圧脱水機を用いて含水率72％±2ポイントの範囲内で

脱水を行う。

②搬送設備：低含水率の脱水汚泥を，定量移送が可能な－h軸ねじ式のケーキ圧送ポンプ等を用いて搬

送する。このとき，滑剤としての水分は脱水汚泥の含水率の上昇が懸念されるため，原

則的に使用しない。

③焼却設備：流動焼却炉によりN20の発生を抑制する燃焼法で脱水汚泥を安定的に焼却する。このと

き，運転開始時等不安定時を除き補助燃料なしで焼却を行う。

④脱水汚泥搬送用計装設備：測定誤差が少なく，リアルタイムで測定できる電磁流量計等により脱水

汚泥の搬送量を監視し，焼却設備への負荷変動グ）制御に用いる。

（2）平成21年度の成果：岐阜市北部プラントに脱水ケーキ圧送ポンプを仮設し，脱水ケーキの搬送，

計測実験を行った。ポンプ圧送，電磁流量計による流量計測とも良好であった。

（今後の予定）

‖）平成22年度：既設流動焼却炉において低含水率脱水ケーキを自燃燃焼させ，その挙動を確認し，

焼却炉更新の設計材料とする。別工事において，既設焼却炉を更新する。

（2）平成23年度：更新された焼却炉において，開発目標が達成できているか確認する。

（3）平成24年度：得られた知見を技術資料として取りまとめる。
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